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題目：理論的物質設計の可能性～超伝導と熱電効果～	

固体の中では多くの電子が複雑に運動しており、様々な 
興味深い電子物性を生み出す。 1023個オーダーの電子 
たちの振る舞いを理論的に理解することは容易でない。 
ましてや、実験に先んじて理論先行で物性を予想するこ 
とは大変困難なことに思われる。しかし、近年の理論手法 
と計算技術・資源の進歩により、新しい超伝導などの予想 
なども不可能ではない時代が到来しつつある。本講演では、 
講演者が主たる研究対象としている超伝導や熱電効果を 
例に、既存の実験の理解と、そこからさらに踏み込んだ 
理論物質設計の可能性について述べる。 
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大きなゼーベック効果の理論予想とその実現	
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